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ごあいさつ
スズキは創業以来、お客様の立場になって「価値ある製品」づくりを目指し、日夜努力を重ねてまいりました。

そして、企業を発展させることが企業の社会的責任であることを自覚し、基本方針として“生き残るために、我流を

すてて、基本に忠実に行動しよう”を掲げ、あらゆる分野での見直しを行い、経営体質の強化に努めてまいりました。

しかしながら、世界的な金融危機の影響によって、自動車販売は世界各地で落ち込み、かつてない危機を

迎えています。

この危機を乗り越えるためには、全社一丸となって、生産をはじめ組織・設備・部品・環境など、あらゆる面で

「小さく・少なく・軽く・短く・美しく」を徹底し、ムダのない効率的な健全経営に取り組む必要があります。

さらに、研究開発においては地球環境保護のために「排出ガス低減・燃費向上・省資源化・リサイクル化」など、

環境に配慮した商品開発がますます重要になってきています。限られた研究開発資源の中で、当社の強みである

小型車の商品開発力を中核とし、更なる低燃費・低公害化技術の開発に取り組んでまいります。

また、それを実現するためには、先ずは私たち一人ひとりが、法令・社会規範・社内規則等を遵守し、公正かつ

誠実に行動することが大切であり、そして、お客様、お取引先様、株主・投資家の皆様、地域社会、従業員など

ステークホルダーとの信頼関係を築き、良好な関係を保っていくことが不可欠であると考えています。

本レポートには、主に当社の2009年度のCSR（企業の社会的責任）に関する取り組みを「環境への責

任」と「社会への責任」に分けてまとめました。まずは本レポートをご高覧いただきまして、スズキのCSR活動をご

理解いただくきっかけとなれば幸いでございます。

代表取締役会長兼社長
（CEO&COO）
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CSRの考え方
［ 企業の社会的責任 ］
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《 各ステークホルダーに対する方針 》………………………………………………………… 6

《 CSRマネジメント体制 》……………………………………………………………………………… 7

企業は、社会の中で、お客様の安全、環境の保全に十分配慮し、法令・社会規範を遵守
し、各ステークホルダーと良好な関係を保ちながら事業活動を行う使命を負ってい
ます。ここでは、スズキのCSRに関する基本方針をご紹介します。
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C S R 方 針

CSR方針／01 スズキのCSRに対する基本方針

01 スズキのCSRに対する基本方針

1962年に制定されたスズキの会社方針を示す「社是」、及びスズキの従業員が守るべきルールを明文化した「スズキ行動憲章」の

なかに、スズキのCSRに対する基本的な考え方が盛り込まれています。

1. 常に国内外のお客様、社会の声に耳を傾け製品の開発を行い、真に有用な商品・

サービスの提供を行う。

2. 製品の開発、商品・サービスの提供に当たっては、常に環境保全に配慮する。

3. 全ての法律、ルールを遵守し企業活動を行うとともに、市民社会の秩序や安全に脅

威を与える反社会的勢力及び団体とは断固として対決する。

4. 広く社会に対し正確、公正な情報を開示し、常に社会との適切な関係を保つ。

5. 公正、透明、自由な競争の中で長期・安定的な成長を実現する。

6. 企業市民として、積極的に社会貢献活動を行う。

スズキ行動憲章
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環境への責任
［ グローバルな取り組みの推進 ］

《 環境に配慮した企業経営 》… …………………………………………………………………… 11

《 環境に配慮した製品開発 》… …………………………………………………………………… 20

《 環境に配慮した生産活動 》… …………………………………………………………………… 38

《 環境に配慮した物流活動 》… …………………………………………………………………… 44

《 環境に配慮した市場活動 》… …………………………………………………………………… 47

《 環境に配慮したオフィス活動 》………………………………………………………………… 51

《 環境教育及び情報公開 》…………………………………………………………………………… 53

《 環境に関する資料集 》………………………………………………………………………………… 55

スズキは2002年3月に「スズキ地球環境憲章」を制定し、企業の存続と持続的発展
が可能な社会の実現を目指して、環境に配慮した取り組みを推進しています。
ここではスズキの環境に関する取り組みについて紹介します。





スズキ環境委員会
（委員長：代表取締役専務取締役（中山隆志））
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環境に配慮した企業経営／02 環境組織の活動推進

02 環境組織の活動推進

環境組織
スズキは、グループ全体の環境管理体制における最高決定機関として、2001年4月に「スズキ環境委員会」を設置しました。

スズキ環境委員会は年2回開催され、環境方針や中長期環境目標の策定、既存課題の進捗確認、緊急課題への対応方針の決定

などを行っています。

スズキグループの環境組織図

スズキ環境保全取り組みプラン
スズキは、環境への取り組みの中長期目標として、1993年

に「スズキ環境保全取り組みプラン」を策定しました。2007年

12月には社会状況の変化に応じた目標整理・見直しを行い、

「スズキ環境保全取り組みプラン（2007年度改訂版）」を策

定しました。

このプランに基づいて各本部やグループ会社はPDCA※を

行い、グローバルな環境取り組みを進めています。
※PDCAとは、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（見直し）を一

つのサイクルとした取り組み手法です。単なる計画と実行だけでなく評価と
見直しまで行うことで、効果や反省をフィードバックさせ、常に改善しながら取
り組むことができます。

2010年8月現在

環境会議
社内工場の環境管理を向上させるため、月に1度、

工場技術担当課長会議を行っています。この場には

スズキの全工場の技術担当課長が集まり、環境保

全計画の改善事例や全工場に関連する事項などに

ついて現場で現物を確認しながら討議しています。こ

こで確認・討議された内容は各工場に展開され、スズ

キの環境活動に役立っています。また、製造グループ

会社環境会議も2ヶ月に1度行っており、スズキグル

ープ会社が連携して環境対応を進めています。
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社会への責任
［ スズキと暮らす、すべての人のために ］
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スズキにとってのCSRは、「コンプライアンス」を基礎として、お客様、お取引先様、
従業員、株主・投資家の皆様、地域社会等の各ステークホルダーの信頼を得て、良好
な関係を築いていくことです。ここでは、スズキの各ステークホルダーに対する取り
組み例をご紹介します。















スカイウェイブ250 ASV-4 ナビ表示画面
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お客様とともに／05 安全への取り組み

先進安全技術の大規模実証実験「ITS-Safety2010」に参加
スズキは、2009年1月12日より東京都の臨海副都心にて官民合同組織（ITS推進協議会）主導で順次実施されている先進安全

技術を搭載した車両の大規模実証実験「ITS‐Safety2010」に、二・四輪車併せて3台の車両で参加しています。この実験には、主に

3つの取り組み項目があります。①電波を用いた車車間通信によって車両相互に情報交換をすることで、他車との衝突の可能性を運

転者に一早く注意喚起するシステムの実証。②光ビーコンによる路車間通信によって信号などの見落としを抑止し、見通しの悪い交

差点での注意すべき車両を事前に把握できるシステムの実証。③路側センサーからの情報を電波による路車間通信で受けることによ

り、高速道路などの渋滞時の末尾車両を事前に察知して追突事故などを未然に防ぐシステムの実証。

スズキはこれらの実証実験の結果などを通して、これからの交通社会に求められる安全技術の研究を引き続き行っていきます。

スイフト ASV-4 ワゴンR ASV-4









社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009

社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009

社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009

社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2010

119● 　　　 ●

地域社会とともに／06 海外での取り組み

海外生産会社の人材育成支援
（財）海外技術者研修協会（AOTS）の受入れ研修事業への参画、また海外生産会社からの研修生の直接受入れにより、社内の

各部門で研修を実施しています。

これらの研修は、海外生産会社の生産活動を支える実践的な技術や技能の移転を効率的に行うことで開発途上国の産業発展に

貢献しており、また、わが国との相互理解や友好促進にも寄与しています。

海外研修生受入会社（2009年度）  

国名 会社名

アジア
インド

マルチ・スズキ・インディア社

スズキパワートレインインディア社

パキスタン パックスズキモーター社

●09年度の海外研修生の受け入れ人数 ： 132人
●受け入れを始めたときからの累計人数 ： 21,789人 （1983年〜2009年まで）

 

国名 会社名

アジア 中国

重慶長安鈴木汽車有限公司

江西昌河鈴木汽車有限責任公司

済南軽騎鈴木摩托車有限公司

常州豪爵鈴木摩托車有限公司

大長江集団有限公司
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会社概要

会 社 概 要

社 名

設 立 1920年（大正9年）3月

資 本 金
1,348億311万円

（2010年3月31日現在）

代 表 者
取締役会長兼社長　　鈴木　修

（Chairman&CEO）

従 業 員 数
14,504人

（2010年3月31日現在）

（年度）

※国内生産：完成車生産台数＋CKD生産台数。
※海外生産台数：現地ラインオフ台数。

（年度） （年度）

◆売上高推移 ◆四輪車生産台数推移 ◆二輪車生産台数推移

（億円）
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